
JA水郷つくば 202１上半期

※ 本冊子は令和3年度上期（令和3年2月1日～令

和3年7月31日）におけるJA水郷つくばの情報につ

いて掲載しています。

※ 記載した金額は、表示単位未満を切り捨て表示

していますので、合計と合致しない場合があります。

※ 金額については、0円の場合は「-」、表示単位

未満の端数がある場合は「0」で表示しています。

令和3年2月1日から令和3年7月31日
ディスクロージャー誌



目 次

１．ＪＡ水郷つくば 活動報告・・・・・・・1～3ページ

２．半期開示項目・・・・・・・・・・・・・・・4～5ページ



202１上期 JA水郷つくば

活 動 報 告

1



地域貢献活動への取り組み

地域・くらし

サツマイモの植え付け体験教室を開講（食育教育）

土浦中央支店営農経済課は６月２３日、食育教育の一環としてさつまいもの体験学習を開きました。体験
学習を受けたのは土浦市立真鍋小学校２年生の生徒約１４０名と支援教室の生徒約４０名の合計１８０
名が対象です。

体験学習開始時に担当者は「植え付ける品種は紅ハルカで蒸かすととても甘くて、ここ最近人気が出て
いる品種です」と生徒に説明し、芋苗のコブに美味しいイモができる、葉は同じ方向に向けて植える、割り
ばしで穴をあけそこに芋苗を植える等の芋苗の植え方を生徒にわかりやすく説明しました。

生徒からは「苗をさわるのは始めて」「なかなか苗が入っていかない」「大学イモ大好き！」等の声が聞
かれ、驚きながらも楽しそうに植え付けを行っていました。
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池田正組合長は６月１８日、土浦市長、土浦市議会議長、
土浦商工会議所会頭らと県庁に大井川和彦茨城県知事
を訪問し要望書を提出しました。農協からは地域農政に
関する５項目、１．産学官連携による遊休農地の有効活
用支援、２．持続可能なオーガニック農法の指導と推進
支援、３．農畜産品輸出のサプライチェーンの構築支援、
４．農業のＩＴ技術とデジタル技術活用の指導支援、５．農
地の不法使用の取締り強化の要望を提出しました。

要望書提出にあたり池田正組合長は「今回の要望を通
じて、これからの農業はオーガニック農法を積極的に取り
入れ付加価値とブランド力を高め、日本一のれんこんを
はじめとした農畜産品を海外輸出そして、全国に発信し
て、農業所得の増大に務め、持続可能な農業、豊かで暮
らしやすい地域社会、食と農を基軸とする地域振興の実
現に向け、ご支援ご指導を賜りたく、よろしくお願い申し上
げます。」と地域農政への支援の要望をしました。

地域農政への支援の要望書を提出



管内大学生のインターンシップを受け入れ

千代田の梨選果場利用部会は８月３０日、土浦協同病院にかすみがうら市の千代田地区産の豊水
を贈呈しました。同部会の川上幸男場長と油原正明総務・営農担当常務らＪＡ役職員が訪問、地域
のためにコロナウィルスに立ち向かっている医療従事者を労うため２０ケース（２００キロ）を無償で
提供しました。

場長は「少しでも看護師の皆さんの役にたてるように部会やＪＡ担当者と相談してみんなで快諾を
して今回の贈呈に繋がりました。今年の梨は好天で味もよくできているのでぜひコロナと最前線で戦
う看護師さんに食べていただき、少しでも癒しになればと思っています。」と話していました。

茨城大学、筑波大学の学生3名を対象に就業体験実習（インターンシップ）を受け入れました。実習生は、

同JAのれんこんセンター、千代田梨・栗選果場で実際に出荷作業、管内各直売所では品出し等の実際

の業務にあたりました。金融業務研修では融資の基礎、農協独自の資金・農業機械導入助成事業等の

紹介を行い、農協が組合員のためにどのような業務を行っているのかを学びました。担当は「若い学生さ

んに、「農業協同組合の仕事」「地域農業」を理解・体験してもらい、農協は若い考えを取り入れられるい

い機会です」と体験実習に期待しています。

コロナと闘う看護師さんに梨でエール
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半 期 開 示 項 目

債権区分 令和3年7月末 令和3年1月末 増減

破産更生債権及び
これらに準ずる債権 232 229 2

危 険 債 権 322 332 0

要 管 理 債 権 12 19 -7

正 常 債 権 50,495 48,983 1,512

合 計 51,062 49,565 1,496

令和3年7月末 令和3年1月末

11.76％ 11.48％

令和3年7月末 令和3年1月末 令和2年7月末

貯金 244,756 245,190 243,103

貸出金 51,008 49,509 49,258

預け金 182,122 185,922 187,024

有価証券 12,311 10,153 5,963

令和3年7月末 令和3年1月末

取得価額 時価 評価損益 取得価額 時価 評価損益

売買目的 － － － － － －

満期保有目的 12,098 12,289 191 9,843 9,821 -22

その他 199 212 12 299 309 10

合計 12,297 12,501 204 10,142 10,131 -11
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定義 対象債権 留意事項

自己査定債務者区分 (破綻先、実質破綻先、

破綻懸念先、要注意
先のうち要管理先、そ
の他要注意先、正常

先)

総与信

金融再生法債権区分 開示を目的

破産更生債権及びこ
れらに準ずる債権

法的破綻等による経
営破綻に陥っている債
務者に対する債権

信用与信 自己査定における破綻先、
実質破綻先のうち信用事
業に係る総与信（貸出金、
貸付有価証券、外国為替、
債務保証見返、信用未収
利息、信用仮払金）

危険債権 経営破綻の状況には
ないが、財政状況の
悪化等により元本利
息の回収ができない
可能性の高い債権

信用与信 自己査定における破綻懸
念先のうち信用事業に係る
総与信

要管理債権 ３か月以上延滞貸出
債権および条件緩和
貸出債権

貸出金 自己査定における要管理
先のうち３か月以上延滞貸
出金および貸出条件緩和
貸出金

正常債権 上記以外 信用与信 上記以外の信用事業に係
る総与信

リスク管理債権 開示を目的

破綻先債権 未収利息不計上貸出
金のうち法的破綻等し
ている先

貸出金 自己査定における破綻先
の貸出金

延滞債権 未収利息不計上先で
破綻先債権、条件緩
和債権以外の先

貸出金 税務上の６か月以上延滞
貸出金のほか、未収利息
不計上貸出金として破綻懸
念先を開示(拡大解釈)

３か月以上延滞債権 元本、利息の支払が３
か月以上延滞してい
る貸出債権

貸出金 自己査定における要管理
先債権のうち３か月以上延
滞貸出金

条件緩和債権 条件緩和した貸出債
権(上記以外の債権)

貸出金 自己査定における要管理
先債権のうち条件緩和貸
出金

Ⅰ．自己査定債務者区分、金融再生法債権区分、ディスクロー
ジャーリスク管理債権の関係

○自己査定における債務者区分との比較
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